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第 1 章

Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータ
について

Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータは、シスコのデバイスのコンソールポートへの非
同期接続を提供するターミナルサーバーです。

表 1 : Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータのベースモデル

メモリスイッチNIMスロット非同期ポート基本モデル

2 GB DRAM/4GB
フラッシュ

なし○32C1100TG-1N32A

4GB DRAM/4GB
フラッシュ

24ポート L2ス
イッチ

○32C1100TG-1N24P32A

8GB DRAM/8GB
フラッシュ

24ポート L2ス
イッチ

○32C1100TGX-1N24P32A

Cisco 1100シリーズターミナルゲートウェイルータの機能と仕様の詳細については、Cisco
1100ターミナルゲートウェイルータのデータシートを参照してください。

•シャーシの外観（2ページ）
• LEDインジケータ（3ページ）
•電源モジュール（5ページ）
•スロットとインターフェイス（5ページ）
•ファン、通気、エアーフロー（8ページ）
• Cisco 1100シリーズサービス統合型ルータの仕様（9ページ）
•定期的な検査と清掃（9ページ）
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シャーシの外観
ここでは、Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータの前面パネルと背面パネルの外観を説
明し、電源インターフェイスと信号インターフェイス、インターフェイススロット、ステータ

スインジケータ、シャーシ識別ラベルの位置を示します。

図 1 : C1100TG-1N32A：I/O図

USB 2.02システム LED1

GE WAN 0/0/1：RJ45/SFP4GE WAN 0/0/0：RJ45/SFP3

非同期 32ポート6非同期 16ポート5

NIM7

図 2 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：I/O図

USB 2.02システム LED1

GE WAN 0/0/1：RJ45/SFP4GE WAN 0/0/0：RJ45/SFP3

非同期 32ポート6非同期 16ポート5

イーサネットスイッチ LED 0～ 238イーサネットスイッチ 0～ 157

NIM10イーサネットスイッチ 16～ 239
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図 3 : C1100TG-1N32A：背面図

6ピン電源コネクタ2USB 3.01

非同期 LED4RJ-45コンソール、AUX3

電源モジュール6アース接続5

図 4 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：背面図

6ピン電源コネクタ2USB 3.01

非同期 LED4RJ-45コンソール、AUX3

電源モジュール6アース接続5

LEDインジケータ
次の図と表は、Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータのシャーシにある LEDインジケー
タをまとめたものです。

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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図 5 : LEDインジケータ：C1100TG-1N32A I/O側

図 6 : LEDインジケータ：C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A I/O側

表 2 : Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータの LEDインジケータ

コントロールソース説明LEDカラーポート

ベゼル側。すべてのモ

デル。

消灯：システム電源が

オフ

グリーンおよびオレン

ジ

システム LED

緑色で点灯：システム

が正常に動作

緑色で点滅：

BIOS/ROMMONが起
動中

オレンジ色で点灯：

サーマルトリップ

オレンジ色で点滅：ア

ラーム（セキュアブー

トの失敗）

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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コントロールソース説明LEDカラーポート

ベゼル側消灯：リンクなし緑LANポートの LED

点灯：リンク

点滅：データの
TXD/RXD

ベゼル側緑色：SFPモジュール
を検出

グリーンおよびオレン

ジ

WANポートの LED

オレンジ色：SFPの未
検出または障害

背面側リンクが確立グリーン非同期ポートの LED

電源モジュール
製品の電源仕様は次のとおりです。

• AC入力電圧：100～ 240 VAC、1.6 A、50～ 60 Hz

• DC入力電圧：48～ 60 VDCまたは -48～ -60 VDC、4.2 A

•外部電源オプション：100〜 240 VAC、50〜 60 Hz

• HVDC電源：240 VDC、0.9 A

スロットとインターフェイス

スロット、サブスロット、およびポートの番号付けについて

次の図は、C1100TG-1N32Aのスロットとサブスロットの番号付けを示しています。

図 7 : C1100TG-1N32A：スロットとサブスロット

スロット 0/0前面パネルギガビットイーサネット1

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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RJ45/SFPコンボギガビットイーサネット 0/0/02

スロット 0/1オンボード非同期シリアル

1 = 0～ 7

2 = 8～ 15

3 = 16～ 23

4 = 24～ 31

5 = 32～ 39

6 = 40～ 47

非同期 0/1/0～非同期 0/1/47

3

スロット 0/2 NIMスロット4

RJ45/SFPコンボギガビットイーサネット 0/0/15

図 8 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：スロットとサブスロット

スロット 0/0前面パネルギガビットイーサネット1

RJ45/SFPコンボギガビットイーサネット 0/0/02

スロット 0/1オンボード非同期シリアル

1 = 0～ 7

2 = 8～ 15

3 = 16～ 23

4 = 24～ 31

5 = 32～ 39

6 = 40～ 47

非同期 0/1/0～非同期 0/1/47

3

LAN 04

スロット 0/2オンボード L2スイッチギガビットイーサネット 0/2/0～ギガビッ
トイーサネット 0/2/23

5
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LAN 226

スロット 0/3 NIMスロット7

LAN 238

LAN 19

RJ45/SFPコンボギガビットイーサネット 0/0/110

非同期回線の番号

Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータには、回線番号が 2～ 33の 32個のオンボード非
同期ポートがあります。16個の非同期ポートがあるオプションのドーターカードを Nanook
ベースおよび Nanook+に追加できます。ドーターカードの回線番号は 33～ 49です。

図 9 : C1100TG-1N32A：回線番号

ギガビットイーサネット 0/0/0～ 0/0/11

非同期 0/1/0～非同期 0/1/47

0 = 2～ 9

1 = 10～ 17

2 = 18～ 25

3 = 26～ 33

4 = 34～ 41

5 = 42～ 49

2

NIM 0/23

図 10 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：回線番号

ギガビットイーサネット 0/0/0～ 0/0/11

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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非同期 0/1/0～非同期 0/1/47

0 = 2～ 9

1 = 10～ 17

2 = 18～ 25

3 = 26～ 33

4 = 34～ 41

5 = 42～ 49

2

ギガビットイーサネット 0/2/0～ 0/2/233

NIM 0/34

ファン、通気、エアーフロー
ルータおよびシャーシの温度は、内部ファンによって調整されます。オンボードの温度セン

サーは、ファンの速度を制御します。ルータが電源オンの間はファンの電源も常時オンです。

ほとんどの条件下では、ファンは最低速度で作動して、電力を節約するとともに雑音を軽減し

ます。周囲温度が高い場合は、必要に応じて高速で動作します。

図 11 : C1100TG-1N32A：エアーフロー

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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図 12 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：エアーフロー

Cisco 1100シリーズサービス統合型ルータの仕様
Cisco 1100シリーズ ISRの仕様については、Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータの仕様
に関するドキュメントを参照してください。

定期的な検査と清掃
周囲の埃や塵の悪影響を最小限に抑えるために、ルータの外面の定期的な検査と清掃を推奨し

ます。検査と清掃の頻度は環境条件の厳しさによって変わりますが、最低でも 6ヵ月に 1回を
推奨します。清掃時には、ルータの吸気口と排気口に掃除機をかけます。

室温が常時 25 °C（77 °F）を超える室温の場所、および埃や塵が大量になる可能性がある場所
は、定期的に予防手段としての保守清掃を行う必要が出てくる可能性もあります。

（注）

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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第 2 章

ルータ設置の準備

Cisco 1100シリーズサービス統合型ルータを設置する前に、設置場所を準備する必要がありま
す。この章では、ルータの設置前に考慮する必要がある推奨事項や要件など、設置前の情報に

ついて説明します。

設置の準備については、次の項を参照してください。

•安全に関する推奨事項（11ページ）
•電気機器の安全な取り扱い（12ページ）
•静電破壊の防止（12ページ）
•一般的な設置場所の要件（13ページ）
•ラックに関する要件（14ページ）
•ルータの環境要件（14ページ）
•電源に関する注意事項と要件（15ページ）
•ネットワークケーブル接続の仕様（15ページ）

安全に関する推奨事項

安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。これらの注意事項を保管しておいてください。ス

テートメント 1071

警告

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメン

ト 9001。
警告

電気機器の安全な取り扱い

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の説明について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。ステートメント 1090
警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。感電のリスクを低減するため

に、すべての接続を切断して装置のへの電源供給を停止する必要があります。ステートメント
1028

警告

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。熟練者/資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを
受けているか経験があり、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。ステートメン

ト 1089

警告

静電破壊の防止
静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
破壊は電子プリントサーキットカードの取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠

的な障害をもたらします。モジュールの取り外し時および交換時には、必ず ESD保護手順に
従ってください。

•ルータのシャーシが電気的にアースに接続されていることを確認してください。

•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。クリップをシャーシ
フレームの塗装されていない面に接続し、好ましくない ESD電圧を確実にアースに導き
ます。静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要

があります。

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

機器の安全を確保するために、静電気防止用リストストラップの抵抗値を定期的にチェックし

てください。抵抗値は 1～ 10 M Ω（メガオーム）でなければなりません。
注意

一般的な設置場所の要件

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。ステートメント 1074
警告

感電を避けるため、通常の使用中、この装置のシャーシは永久接続により接地する必要があり

ます。ステートメント 445
警告

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されて

います。感電または火災のリスクを軽減するため、保護装置は次の定格を超えないようにしま

す。AC：20A、HVDC：5A、DC：7A。ステートメント 1005

警告

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組

み込む必要があります。ステートメント 1022
警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入り制限区域に

は、熟練者、教育を受けた担当者、または資格保持者しか入れません。ステートメント 1017
警告

設置場所の選択に関する注意事項

Cisco 1100シリーズ ISRは、環境面で固有の動作条件があります。温度、湿度、高度、および
振動がルータのパフォーマンスおよび信頼性を左右する可能性があります。次に、適切な動作

環境を準備できるように、固有の情報を示します。

Cisco 1100シリーズ ISRは、Cisco 1100シリーズ ISR向けの『Regulatory Compliance and Safety
Information』ドキュメントに記載されている、業界の定めるEMC、安全性、および環境規格に
適合するように設計されています。

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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ラックに関する要件
Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータには、19インチラックおよび 23インチラックで使
用するブラケットが含まれています。

23インチラックマウントブラケットは、NEBSへの準拠が確認されていません。23インチ
ラックを使用している場合は、GR-63-CORE Zone 4波形に準拠した 19インチ - 23インチアダ
プタプレートを使用する必要があります。

（注）

次の情報は、機器のラック構成を計画するときに役立ちます。

•メンテナンスのために、ラックの周囲にスペースを確保してください。

•ルータ間に少なくとも 1ラックユニットの垂直のスペースを確保してください。複数の
Cisco1100ターミナルゲートウェイルータをスタックする場合は、より多くのスペースが
必要です。周囲の気温を指定された動作温度条件内に保つため、適切な排熱メカニズムを

用意してください。

設置環境によっては、さらに広い間隔が必要な場合があります。（注）

•閉鎖型ラックの場合、換気が十分に行われるようにしてください。各ルータから放熱され
るため、ラックに詰め込みすぎないようにしてください。冷気が回るように、閉鎖型ラッ

クにはルーバーが付いた側面とファンが必要です。ラックの下部近くにある機器による放

熱は、上部にある機器の吸気口に流れ込む可能性があります。

•オープンラックにシャーシを設置する場合、ラックフレームが吸気口または排気口をふさ
がないようにしてください。シャーシをスライドに設置する場合、ラックに設置するとき

にシャーシの位置を確認してください。

ルータの環境要件
Cisco1100ターミナルゲートウェイルータはデスクトップに置くか、ラックに設置できます。
ルータの位置と機器ラックまたは配線室のレイアウトは、適切な動作のために非常に重要な考

慮事項です。配置が近すぎる機器、不適切な通気、およびアクセスできないパネルによって、

誤動作やシャットダウンが生じ、メンテナンスが困難になる可能性があります。ルータの前面

パネルおよび背面パネルの両方にアクセスできるように計画してください。

設置場所のレイアウトおよび機器の位置を計画するときは、「一般的な設置場所の要件」セク

ションを参照してください。現在、既存の機器にシャットダウンや異常に多いエラー数が発生

している場合、障害の原因を分離し、今後の問題を回避するためにこれらの注意事項と推奨事

項が役に立つ可能性があります。

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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•ルータが動作する室内に適切な空気循環を確保します。電子機器は放熱します。適切な空
気循環がなければ、室温では許容可能な動作温度まで機器が冷えない可能性があります。

•機器の損傷を防ぐために、必ず「静電破壊の防止」に書かれている静電気防止の手順に
従ってください。静電放電による損傷によって、即時または断続的な機器障害が発生する

可能性があります。

•バッフルは吸気から排気を分離するときに役立ちます。また、シャーシ内に冷気を取り込
むためにも役立ちます。バッフルの最適な配置は、ラックのエアーフローパターンによっ

て異なります。最適な配置はさまざまな構成で実験することで見つけることができます。

•ラック（特に閉鎖型ラック）に設置された機器に障害が発生した場合、可能であれば、そ
の機器を単体で動作させてみてください。そのラック（および隣接するラック）内にある

他の機器の電源を切ることで、最大の冷気とクリーン電力でルータをテストできます。

電源に関する注意事項と要件
設置場所の電源を調べ、スパイクやノイズのない電力が供給されていることを確認してくださ

い。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

ネットワークケーブル接続の仕様
ここでは、Cisco 1100シリーズ ISRの設置に必要なケーブルと仕様について説明します。

コンソールポート接続

Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータには、EIA/TIA-232非同期（RJ-45）ポートと非同
期ポートがあります。コンソールポートにはハードウェアフロー制御はありません。

EIA/TIA-232

使用されているケーブルとアダプタによって、このポートはケーブルの終端でDTEまたはDCE
デバイスと見なされます。同時に 1個のポートだけを使用できます。

コンソールポートのデフォルトパラメータは、9600ボー、8データビット、1ストップビッ
ト、およびパリティなしです。コンソールポートはハードウェアフロー制御をサポートしてい

ません。コンソール端末の設置の詳細については、「コンソール端末またはモデムへの接続」

のセクションを参照してください。

ケーブルとポートのピン配置については、Cisco.comの『Cisco Modular Access Router Cable
Specifications』を参照してください。

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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コンソールポートの考慮事項

ルータには非同期シリアルコンソールポートが含まれます。コンソールポートは、コンソール

ポートに接続されたコンソール端末を使用してルータにアクセスすることを可能にします。こ

こでは、ルータをコンソール端末またはモデムに接続する前に考慮する必要がある、重要な

ケーブル接続情報について説明します。

コンソール端末は、モデムよりも低速でデータを送信します。そのため、コンソールポートは

コンソール端末との併用に最適です。

ネットワーク接続の準備

ルータをセットアップするときは、距離の制限と、該当する地域および国際規定に定められて

いる電磁干渉（EMI）を考慮してください。

ネットワーク接続の考慮事項について説明します。

ネットワーク接続およびインターフェイスの詳細については、次のオンラインドキュメントを

参照してください。

• Cisco Modular Access Router Cable Specifications [英語]

イーサネット接続

IEEEは、イーサネットを IEEE 802.3標準として規定しました。ルータは、次のイーサネット
実装をサポートします。

• 1000BASE-T：カテゴリ5以上のシールドなしツイストペア（UTP）ケーブル上の1000Mb/s
全二重方式伝送。最長 100 m（328フィート）のイーサネットをサポートします。

• 100BASE-T：カテゴリ 5以上のシールドなしツイストペア（UTP）ケーブル上の 100 Mb/s
全二重方式伝送。最長 100 m（328フィート）のイーサネットをサポートします。

• 10BASE-T：カテゴリ 5以上のシールドなしツイストペア（UTP）ケーブル上の 10Mb/s全
二重方式伝送。最長 100 m（328フィート）のイーサネットをサポートします。

イーサネットケーブル、コネクタ、およびピン配置については、Cisco.comの『Cisco Modular
Access Router Cable Specifications』[英語]を参照してください。

設置およびメンテナンス作業に必要な工具および機器

ルータおよびそのコンポーネントの設置およびアップグレードには、次の道具と機器が必要で

す。

•静電気防止用コードとリストストラップ

• No.2プラスドライバ

•プラスドライバ：小型 4～ 5 mm（3/16インチ）、中型 6～ 7 mm（1/4インチ）。

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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•モジュールの取り付けまたは取り外しのため

•ラックに合うネジ

•ワイヤクリンパ

•シャーシに接続するアース線。

• 6 AWG

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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第 3 章

ルータの設置と接続

この章では、Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータを設置して LANおよびWANネット
ワークに接続する方法について説明します。

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の説明について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。ステートメント 1090
警告

Cisco 1100シリーズターミナルゲートウェイルータの設置には、次の作業が含まれます。

•ルータの開梱（19ページ）
•シャーシのラックマウント（19ページ）
•シャーシのアース接続（22ページ）
•電源ケーブルの接続（24ページ）
• WANおよび LANインターフェイスの接続（33ページ）
•起動時のルータの設定（35ページ）

ルータの開梱
ルータを設置する準備が完了してから、開梱します。設置場所の準備ができていない場合は、

損傷を防ぐために、設置の準備が完了するまで輸送用コンテナにシャーシを入れたままにして

おきます。

注文したルータ、アクセサリキット、マニュアル、およびオプションの機器によっては、複数

の箱に分けて納品されることがあります。開梱するときは、納品書を確認して、リストのアイ

テムがすべて揃っていることを確認してください。

シャーシのラックマウント
Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータは、19インチ（48.26 cm）または 23インチ（58.42
cm）のラックに設置できます。シャーシの設置には、ルータに付属の標準ブラケットを使用し
ます。

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
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デバイスを前向きに取り付ける場合は、前面パネルを正面に向け、シャーシの前面にブラケッ

トを取り付けます。

シャーシへのブラケットの取り付け

次の図に示すように、デバイスの両側面に取り付けブラケットを取り付けます。各ブラケット

をデバイスに取り付けるには4本のネジが必要です。そのため、両方のブラケットをデバイス
に取り付けるには合計 8本のネジが必要になります。取り付けキットに付属のネジを使用し
て、デバイスにネジを取り付けてください。

図 13 : C1100TG-1N32A：ラックマウント用の 19インチブラケットの取り付け

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
20

ルータの設置と接続

シャーシへのブラケットの取り付け



図 14 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：ラックマウント用の 19インチブラケットの取り付け

図 15 : C1100TG-1N32A：ラックマウント用の 23インチブラケットの取り付け
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図 16 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：ラックマウント用の 23インチブラケットの取り付け

ラックへのルータの設置

ルータを設置するには、ルータをラックに取り付けるときに、アクセサリキットに付属のネジ

でルータを固定します。ルータをラックに取り付ける前に、次の安全警告ステートメントを参

照してください。

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保す

るために、次のガイドラインを守ってください。

•ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

•ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に
取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装
置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。ステートメント 1006

警告

シャーシのアース接続

感電を避けるため、通常の使用中、この装置のシャーシは永久接続により接地する必要があり

ます。ステートメント 445
警告
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この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の説明について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。ステートメント 1090
警告

ルータをセットアップしたら、シャーシを適切なアースに接続します。アース線は、地域の安

全基準に従って取り付ける必要があります。シャーシのアース接続に関する安全情報について

は、シャーシのアース接続の手順を参照してください。

1. シャーシのアース接続には、6 AWGサイズの銅線とアースラグを使用します。

2. 約 8 mmの長さのM4ネジを使用してください。

ルータのアース接続を行うには、次の手順に従います。

1. アースラグまたはアース端子に合わせて、アース線の端の被覆を必要な長さだけ取り除き
ます（アースラグの場合は約 20 mm（0.75インチ））。

2. 適切なサイズの圧着工具を使用して、アースラグにアース線を圧着します。

3. 次の図に示すように、シャーシにアースラグを取り付けます。アースラグ用のネジが付属
しています。ネジを締めます。推奨トルクは 0.9〜 1.1Nm（8〜 10インチポンド）です。

図 17 : C1100TG-1N32A：アース接続
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図 18 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：アース接続

電源ケーブルの接続
Cisco 1100ターミナルゲートウェイルータへの電力の供給は、AC電源アダプタおよび DC電
源アダプタを介して行われます。

この装置は、アースさせる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体

を破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。ステートメント 1024

警告

HVDCおよび DCシステムの場合：

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組

み込む必要があります。ステートメント 1022
警告
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図 19 : C1100TG-1N32A：電源ケーブルの接続
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図 20 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：電源ケーブルの接続
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DC電源への接続

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。ステートメント 1074
警告

感電のリスクを軽減するため、装置を設置または交換するときには、必ずアースを最初に接続

し、最後に取り外します。ステートメント 1046
警告

感電のリスクを軽減するために、次の手順を実行する前にシステムから電力が供給されていな

いことを確認してください。ステートメント 1003
警告

2つのマイナス入力と 2つのプラス入力は、2つの独立した電源への冗長接続を目的としてい
ません。2つのマイナス入力端子と 2つのプラス入力端子は、導体を並列にして電流容量を増
やすことを目的としています。

2つのマイナス入力と2つのプラス入力を使用する場合は、マイナス入力を同じ電源に接続し、
プラス入力を同じ電源に接続する必要があります。

注意
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図 21 :電源コネクタのピン配置

説明名前ピン番号

DC電源マイナス入力DC In -1

DC電源マイナス入力DC In -2

DC電源プラス入力DC In +3

DC電源プラス入力DC In +4

ターミナルゲートウェイの DC電源接続を接続するには、次の手順に従います。

アクセサリパッケージで電源コネクタを見つけます。

コネクタでは、ピンが左から右へ次のようになってい

ます。

1：DC電源のマイナス側の接続部

2：DC電源のマイナス側の接続部

3：DC電源のプラス側の接続部

4：DC電源のプラス側の接続部

1

Cisco 1100ターミナルゲートウェイハードウェア設置ガイド
29

ルータの設置と接続

DC電源への接続



電源コネクタのプラスとマイナスの位置を確認しま

す。接続は左から右の順に次のとおりです。

1：DC電源のマイナス側の接続部

2：DC電源のマイナス側の接続部

3：DC電源のプラス側の接続部

4：DC電源のプラス側の接続部

2

DC電源に接続するために十分な長さになるように、
銅線の 2本の撚り線の長さを計測します。

十分な電力を安全に供給し、LVDC電源の
コネクタに適合させるために、LVDC電源
の配線には16AWGを使用することを推奨
します。

（注）

3

ワイヤストリッパを使用して、各 DC入力電源に接続
されている2本の導線の先端から、被覆を6.3mm（0.25
インチ）± 0.5mm（0.02インチ）だけはがします。6.8
mm（0.27インチ）を超える絶縁体を導線からはがさ
ないようにしてください。推奨されている長さ以上に

被覆をはがすと、設置後に電源コネクタからむき出し

の導線がはみ出る可能性があります。

並列接続が必要な場合は、手順 3および 4
を繰り返します。

（注）

4
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電源コネクタでは、マイナス導線の露出部分を端子 1
に挿入し、プラス導線の露出部分を端子 3に挿入しま
す。リード線が見えないことを確認してください。コ

ネクタからは絶縁体に覆われた導線だけが伸びている

必要があります。

導線を並列接続する場合は、端子2と端子
4で同じ手順を実行してください。

（注）

5

ラチェットトルクマイナスドライバを使用して、電

源コネクタの非脱落型ネジ（取り付けた導線の上）を

2インチポンド（0.23 N-m）で締め付けます。

6

ターミナルゲートウェイの背面にある対応するコネク

タに電源コネクタを挿入し、2本の非脱落型ネジを締
めてコネクタをターミナルゲートウェイに固定しま

す。

7

プラス導線のもう一方の端を DC電源のプラス端子に
接続し、マイナス導線のもう一方の端を DC電源のマ
イナス端子に接続します。

8

Mac OS Xでのコンソールポートへの接続
ここでは、Mac OS Xシステム USBポートを組み込みの OS Xターミナルユーティリティを使
用してコンソールに接続する方法について説明します。

ステップ 1 Finderを使用して、[Applications] > [Utilities] > [Terminal]を選択します。
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ステップ 2 OS X USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、OS X USBポート番号を検索します。

例：

macbook:user$ cd /dev
macbook:user$ ls -ltr /dev/*usb*
crw-rw-rw- 1 root wheel 9, 66 Apr 1 16:46 tty.usbmodem1a21 DT-macbook:dev user$

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

macbook:user$ screen /dev/tty.usbmodem1a21 9600

ターミナルウィンドウから OS X USBコンソールの接続を解除するには

Ctrl+Aに続けて Ctrl+\を入力します

Linuxでのコンソールポートへの接続
ここでは、LinuxシステムUSBポートを組み込みのLinuxターミナルユーティリティを使用し
てコンソールに接続する方法について説明します。

ステップ 1 Linuxのターミナルウィンドウを開きます。

ステップ 2 Linux USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、Linux USBポート番号を検索します。

例：

root@usb-suse# cd /dev
root@usb-suse /dev# ls -ltr *ACM*
crw-r--r-- 1 root root 188, 0 Jan 14 18:02 ttyACM0
root@usb-suse /dev#

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

root@usb-suse /dev# screen /dev/ttyACM0 9600

ターミナルウィンドウから Linuxコンソールの接続を解除するには

Ctrl+Aに続けて :を入力し、それから quitと入力します
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WANおよび LANインターフェイスの接続
このセクションでは、WANおよびLANインターフェイスケーブルの接続方法について説明し
ます。インターフェイスケーブルを接続する前に、次の警告文を参照してください。

ポートとケーブル接続

ここでは、Cisco 1100ターミナルゲートウェイサーバーの一般的なWANおよび LAN接続の
概要を示します。

表 3 : WANおよび LAN接続

ケーブル接続ポートの種類、

色

ポートまたは接続

カテゴリ 5以上のイーサ
ネット

イーサネットハブまた

はイーサネットスイッ

チ

RJ-45、黄イーサネット

適用可能なデータシート

に指定されている光ファ

イバ

GLC-SX、-LX、-LH、
-ZX、-BX、-EX、-TE

LC、光の波長に
応じた色

ギガビットイーサネッ

ト SFP、光ファイバ

カテゴリ 5、5e、6 UTP1000BASE-TRJ-45ギガビットイーサネッ

ト SFP、銅線

非同期ポートでサポートされているケーブル

非同期シリアルポートでは、新しいケーブル CAB-ASYNC-8がサポートされています。
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図 22 : C1100TG-1N32A：非同期ブラケットの取り付け

図 23 : C1100TG-1N24P32Aおよび C1100TGX-1N24P32A：非同期ブラケットの取り付け

1. 非同期ケーブルをポートに接続する前に、非同期ブラケットを前面パネルに取り付けま
す。

2. ブラケットの側面を前面パネルの非同期ポートスロットに合わせます。

3. No.1プラスドライバまたはマイナスドライバを使用してネジを締めます。
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接続手順および注意事項

ルータシャーシを設置したら、次の手順を実行してWANおよび LANインターフェイスを接
続します。

•各WANまたは LANをシャーシ上の該当するコネクタに接続します。

•コネクタに負担がかからないように、慎重にケーブルを配線します。

•ケーブルが絡まないように、ケーブルを束にして整理します。

•経路と曲げ半径が安全な範囲になるようにケーブルの配線を確認します。必要に応じて、
ケーブルの位置を再調整します。

•サイトの要件に従ってケーブルタイを装着します。

起動時のルータの設定
ルータを設置してケーブルを接続したら、基本設定でルータを設定できます。ルータの設定方

法の詳細については、『Cisco 1100 Series Software Configuration Guide』[英語]を参照してくだ
さい。
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第 4 章

着脱可能小型フォームファクタモジュール

および現場交換可能ユニットの取り付けと

取り外し

ここでは、Cisco 1100ターミナルゲートウェイサーバーで着脱可能小型フォームファクタ
（SFP;Small Form-Factor Pluggable）モジュールを取り付ける方法と取り外す方法について説明
します。この情報は次のセクションに含まれています。

•着脱可能小型フォームファクタモジュールの取り付け（37ページ）
•現場交換可能ユニットの取り付け（37ページ）
• NIMの取り付けと取り外し（38ページ）
• SSDストレージの取り外しと交換（39ページ）

着脱可能小型フォームファクタモジュールの取り付け
このセクションでは、オプションの SFPモジュールを Cisco 1100シリーズターミナルサービ
スゲートウェイに装着して、光ファイバギガビットイーサネット接続を実現する方法につい

て説明します。

プラガブル型の光モジュールは、IEC 60825-1 Edに準拠しています。IEC 60825-1 Edへの準拠
に関する例外の有無にかかわらず、3および 21 CFR 1040.10と 1040.11。3は 2019年 5月 8日
付の Laser Notice No. 56の記載のとおりです。ステートメント 1255。

警告

現場交換可能ユニットの取り付け
ここでは、Cisco1100ターミナルゲートウェイルータで現場交換可能なモジュールを取り付け
る方法と取り外す方法について説明します。
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Cisco1100ターミナルゲートウェイサーバーでサポートされているネットワークインターフェ
イスモジュール（NIM）は次のとおりです。

• NIM-ES2-4

• NIM-ES2-8

• NIM-16A

• NIM-24A

• C-NIM-2T

Cisco IOS XE Dublin 17.12.1a以降、Cisco 1100ターミナルゲート
ウェイルータシリーズの C1100TGX-1N24P32A SKUのみが
C-NIM-2Tをサポートします。

（注）

感電のリスクを軽減するために、同軸ケーブルのシールドを建物のアースに接続する必要があ

ります。ステートメント 1253
警告

NIMの取り付けと取り外し
NIMを取り付けるには、次の手順を実行します。

•前面パネルにある NIMスロットを確認します。

•ネジを緩めて、NIMブランクカバーを開きます。

• NIMをスロットに挿入します。

•ネジを締めて NIMをスロットに固定します。

NIMを取り外すには、次の手順を実行します。

• NIMが稼働している場合は、取り外す前に NIMを適切な手順でシャットダウンします。

NIMを取り外す前に適切な手順でシャットダウンしないと、NIMカードが破損する可能性が
あります。

警告

•前面パネルにある NIMスロットを確認します。

• NIMを固定しているネジを緩めます。

•スロットから NIMをゆっくりと引き出します。
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ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。感電および
火災のリスクを軽減すること、他の装置への電磁波干渉（EMI）の影響を防ぐこと、および
シャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべてのカード、前

面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用してください。ス

テートメント 1029

警告

SSDストレージの取り外しと交換

始める前に

M.2ストレージモジュールは、幅 22mm、長さ 80mmのハードウェアです。このハードウェア
には、さまざまなストレージ容量のものがあります。

M.2ストレージモジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

手順

目的コマンドまたはアクション

ネジを緩めてシャーシの底面からSSDパネルを取り
外します。ネジは脇に置いておきます。

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

新しいM.2ストレージモジュールを差し込み、ネジ
で固定します。

ステップ 2

シャーシのメインカバーは取り外さないでくださ

い。内部にはユーザーが交換できる部品はありませ

ん。

内部には保守できる部品はありません。

感電の危険を避けるため、開かないでく

ださい。ステートメント 1073

警告

ネジを使用してSSDパネルを取り付けなおします。ステップ 3
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